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取扱説明書 

iDICITiLl 

デジタル放送対応 


0=型端子) 


地上デジタル放送巧応 


• UHF (地上アナ□グ放送)にち使用でさます。 

• FM - VHF . CATV には使用でさません。 
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UB33H 増幅部 

屋外(内)用 



(DC1 巧を 。… な马巧 

H H 


AASPR9 



⑩ 


UB33H 電源部 

屋内用 

户屋がで使用しないで 
U ださい。 


付属□口- 

F 型コネクター巧 C ヶーブル風 . 4個 

防水キャップ(大) . 2個 


正しく安全にお使いいただくため，ご使用の前に，この r 取扱説明書」と r 使用上のご注意」をよくお読みください。 
この r 取扱説明書」と r 使用上のご注意」は，いつでち見ることびでさる場所に保管して < ださい。 


pp DH マー ク(デジタル A イビジョン受信 マー ク）は，（社)電子情報技術産業協会で審査'登録された一定に(上の 
性能をちずる衛星アンテナ， UHF アンテナ，受信システム機器に付与されるシンボル マー クです。 

DIGITilLl 各種デジタル放送を.より高画質で見るために.巧害電波の影響を受けにくい.高いシールド 
封夕ぶ y 端性能を備えた機器にマスプ□電工が表示している，信頼のマ-クでず。 
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化ずお読み < ださい ] まを上のごを意 


ご使用の前に，この r ま全上のごを意」をよくお読みください。 

絵表示に ついて 

この r 安全上のごを意」口ま，製品を安全に正しくご使用いただ去ご使用になるちや他の人への危害，財産への 
損害を未然に防止するために，いろいろな表示びしてあります。その表示と意巧は次のとおりです。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視して，誤った取扱いをずると，人び死 t または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容をおしていまず。 


この表示を無視して，誤った取扱いをすると，人び傷害を負ラ可能性が想定される内容， 
および，物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A A 記号は，注意(警告を含む)が必要な内容があることをおしていまず。 

/:\ 図の中にま意内容(左図の場合，警告またはま意)び描かれていまず。 


( S ) 記号は，禁止の行為を示していまず。 

図の中や近くに禁止内容(左図の場合，分解禁止）が描かれていまず。 


参記号は，行為を強制したり，指示したりずる内容をおしていまず。 

図の中に指示内容（左図の場合， AC プラグを AC コンセントか5抜 <) び描かれていまず。 


A 警告 


• AC 1 OOVU 外の電源電圧で使巧しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 


• AC コードを傷つけたり，加工したり，無理に曲げ 
たり，ねじったり，弓1っ張ったり，加熱したりしない 
でください。また，重いをのを載せた D , 熱器具に 
近付けたりしないで<ださい。 AC コードび破損 
して，火災•感電の原因となります。 AC コードび 
傷んだ場合(お線の露出，断線など)，販売店に 
交換をご依頼ください。そのまま使用すると, 
火災•感電の原因となります。 

Q •増幅部および電源部の内部に，金属類や燃えやすい 
ちのなど.異物を入れないで<ださい。火災•感電の 
原因となります。 


♦電源部は，風通しの悪い場 P 斤で使用しないでくた 
さい。風通しを悪くすると内部に熱びこもり，火災 
の原因となります。なのよラな使いちはしないで 
<ださい。 

. 押入れ-本箱-天井裏など風通しの悪し、狭いところ 
に押し込む。 

-テーブルクロスを掛けたり，じゆラたんや布団の 
上に置いたりする。 

•巧や布団でおおったり，包んだりする。 


® 

•増幅部および電源部のケースを取外した D , 改造 
したりしないでください。また.増幅部および 
電源部の内部には触れないでください。乂巧- 
感電の原因となります。内部の点検•調整•修理は 
必ず販売店にご依頼ください。 

(§) 

•電源部を.風呂場•シャワー室などで使用しないで 
ください。乂巧•感電の原因となります。 

感 

•電源部に水をかけたり，濡らしたりしないように 
して<ださい。電源部の上に水や薬品の入った 
容器を置かないでください。水や薬品び中に入った 
場合，火災•感電の原因となります。ぺットなどの 
動物び，電源部の上に乗らないよラにご注意くだ 
さい。尿や糞び中に入った場合，火災•感電の原因 
となります。 


•雷び鳴出したら，増幅部•電源部およびケーフル- 
AC プラグ - AC コードには触れないでください。 
感電の原因となります。 

A 

•増幅部と電源部は，必ずセットでご使用ください。 
他の機器または他メーカーのものと組合わせて 
使用しないでください。火災の原因となります。 
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A 警告 


を 

•万一.増幅部および電源部の内部に，異物や水び 
入った場合， AC プラグを AC コンセントから抜いて 
販売店にご連絡ください。そのまま使用すると， 
火災•感電の原因となります。特にお子様のいる 
ご家庭ではご注意ください。 


•万一，増幅部および電源部を落とした D . ケースを 
破損したりした場合. AC プラグを AC コンセント 
から抜いて販売店にご連絡ください。そのまま 
使用すると，火災•感電の原因となります。 


* 万一.煙び出ている，変な臭いや音びするなどの 
異常状態のまま使用すると，火災•感電の原因と 
なります。すぐに AC プラグを AC コンセントから 



抜を，煙や臭いびな<なるのを確認して販売店に 
修理をご依頼ください。また，テレビの画像び 
映らない，音声び出ないなどの症状びあるとさち. 
テレビと共に電源部の AC プラグを AC コンセント 
から抜いて販売店に修理をご依頼ください。お客様 
による修理は樹まですから，絶対におやめください。 


A 注意 



•増幅部および電源部は，湿気やほこりのをい場丽 
調理台や加湿器の近くなど，油煙や湯気などび 
当たるよラな場所で使用しないでください。乂災- 
感電の原因となることびあります。 

•増幅部および電源部は，不安定な場所に置いた D , 
取付けた D しないでください。落下して，けびの 
原因となることびあります。壁に設置する場合， 
接着剤やテープなどで取付けないで.壁面取付用 
木ネジでしっかりと取付けてください。 

•増幅部および電源部は，温室やサンルームなどの， 
高温で湿度の高い巧で使用しないで < ださい。 
火災 • 感電の原因となることびあります。 

• AC プラグを AC コンセントから抜くときは ， AC 
コー ドを弓1っ張らないでくださし 、。 AC コー ドび 
傷つを，火災•感電の原因となることびあります。 
必ず AC プラグを持って抜いてください。 

• AC コードは.結んだり，束ねた0したままで使用 
しないで<ださい。発熱して，火災の原因となる 
ことびあ0ます。 

•腐軸び進んで劣化した増幅部の取付金具をその 
まま使用しないでください。落下して，人や物 
などに損害を与える原因となることびあります。 
増幅部の取付金具は，定期的に点検して<だ 
さい。 

(§) 

•濡れた手で. AC プラグを巧差ししないでください。 
感電の原因となることびあります。 

€ 

•電源部を移動させる場合，必ず AC プラグを AC 
コンセントから抜いてください。 AC コードび傷 
つくと，火災•感電の原因となることびあります。 

•お手入れは，ま全のため，必ず AC プラグを AC 
コンセントから抜いて行なってください。感電の 
原因となることびあります。 



•旅行などで長期間，使用しないとをは,ま全のため， 
必ず AC プラグを AC コンセントから抜いてくだ 
さい。乂巧の原因となることびあ0ます。 

运 

•雷の発生び予想されるときは，前もって. AC プラグ 
を AC コンセントから抜いてください。落雷によって. 
火災の原因となることびあります。 


♦テレビ和チューナーからの7已〇ケーブルをブー 
スターへ接続するとをは，テレビやチューナーの 
AC プラグを AC コンセントから抜いてください。 
AC プラグを AC コンセントに接続したままケーブル 
の接続作業をすると1使巧しているテレビによって 
は.感電の原因となることがあります。 


• AC プラグは， AC コンセントにあ元までしっかりと 
差込んでくださしんすを間びあるとゴ5びたまり， 
乂巧の原因となることびあります。また， AC プラグ 
は定期的に AC コンセントから巧いて掃除してくだ 
さい。 

A 

•増幅部を取付けるときは.落下防止のため.ネットを 
張ったり，増幅部や工具を固定物にヒモで結んだり 
するなどの安全対策をしてから作業してください。 

•増幅部のケース'取付金具•マストなどに異常び 
あったり，蝶ナットなどびゆるんだ0していないか， 
定期的に点検してください。また，台風や大雪 
などの後は必ず点検して<ださい。増幅部び破損- 
変形した場合.新しいちのと交換してください。 
そのままにしておくと.ケースや取付金具などの 
部品び，破揚落下して.けびや建造物に損害を 
与える原因となることびあります。 



•テレビ受信工事には技術と経験び必要ですから 
販売店にご相談ください。 















































る部の名赖と機能 


\mm (フタを開けた状態） 

UB 33 H , UB 40 H とも名称と 

機能は同じです。 


r フタの開閉について 


>フタを開けるとさは，フタ固定ビスをゆるめてから，手前に引上げてください。 
>フタを閉めたあとは，必ず手で，フタ固定ビスをしっかりと締付けてください。 


入カレベル調整スイッチ 


(P.10) 

入カレベルを調整する場合， 
使用します。 


UHF 給電スイッチ 


(P.9) 

UHF 入力端子に，別売の 
UHF ライン ブースターを 
接続ずる場合，使用します。 
(電流容量最大日.日已 A ) 



( P . IO ) 

出カレベルを調整する場合. 
使巧します。 


電源(増幅部作動)表示灯 


増幅部の作動時は r 緑」に点灯 
します。 





^^ 




壁面取付用木ネジ 

- 


痛 


謹 


ぅ厂 

壁面取付用木ネジ 



( P . 己） 

UHF アンテナか5 
のケーブルを接続 
します。 



出力端子 1(001 曰 V 受電端子） 

( P . 已） 

電源部の入力端モか5のケーブルを 
接続します。 


出力測定端子 (020 服) 


(P.10) 

•レベルチェッカーなどを接続して，出カレベルび測定でさます。 
(測定値+2日服=出カレベル） 

•測定する場合，防水キャップ(ル)を取外してください。 


ごま意 


測定後は，おず防水キヤツプ(ル)を取付けて < ださい。 
取付けないと，雨水び入り，故障の原因となります。 


麵甜 • 


壁面取付用木ネジ 


(P.7) 



電源(電源部作動)表示巧(赤) 


(P.8) 


巧動が窓 

'ホ 

緑 

正を 

— 

〇 

過空荒 

〇 

— 

閒綜 

0 

0 

シヨート 

— 

— 

憧径部との括场が惠を语認できます。 


( DC 15 V 最大 0.5 A ) チューで一^ 


AASPI 際け 

ブースター電源部 

WP5B 




電源(電源部作動)表示灯(緑) 


(p.8) 

増幅部と電源部の接続状態を表示灯の 
点口でお知5せします。 

(異常お知らせ機能） 


壁面取付用木ネジ 



(P. 己） 

増幅部の出力端子からの 
ケーブルを接続します。 


(p.5) 


テレビまたは^ 
チューナーへ J 


〇に 

〇に 

AC つード 

，: )) - 




(P.7) 


(約 1.6 m ) 


ごを意 


電源部は，ビデオ • TV ブースター，卓上ブースターではありません。 



ごま意 


AC プラグ ( AC 1 日日 V )は.設置工事び 
すべて終了してから I AC コンセントに 
差込んでください。 


















































































































































接続例惟幅部の出力を 4 分配する場合) 


UHF 

(地上デジタル） 
11111111 _ _ 
//// /// 


Im じ1上 


jmg 



♦ P . 白〜別こしたがって，ブースターを設置してください。 

♦ p . Sr プースターを調壁する」までは， UHF 給電スイッチ，入カレベル調整スイッチおよび利得調整を 
操作しないでください。 


ごま意 


> AC プラグ ( AC 100 V )は，設置工事びすべて終了 
してから， AC コンセントに差込んでください。 

> UHF アンテナと増幅部は， Im し U 上離してくだ 
さい。アンテナの I 凿目び劣イヒした D , ブースターび 
発振して受信障害となつたりすることびあり 
ます。 

>増幅部は，でさるだけアンテナの近くに設置し 
て<ださい。増幅部は，信号だけでな<雑音ち 
増幅しますから，増幅部の入カレベルび低いと, 
ブースターの効果を充分に発揮でをません。 

>増幅部と電源部の間で使用する分配器は， ri 端テ 
電流通過型」をおすすめします。「全端子電流 
通過型」を使用すると，電圧降下の霞響で配線 
距離び短<なります。 


BS -1 1 O ’ CS 放送 ( BS デジタル•スカバー . fe 吕)もご覽になるときは 


丹鹿®®屋ミキサー MXHCWD-P 
を使用すれば，電源部をそのまま 
利用して， BS'l lO ’ CS 放送旧 S 
デジタル.スカパー. / e 2) も視聴 
でをます。 

/視聴でをるデジタルチューナ_\ 
またはデジタルテレビび必要 
です。 


UHF 

(地上デジタル） 


BS-1 lO'CS 
/BS デジタル、 

U * n -/ e 2 j 


0 


UHF プースター 衛星ミ キサー 

UB33H MXHCWD-P 

(増幅部） 側売） 


電源部へ 


HI U 

B 爲 

1310ぶぶ 


雕 




tPU 巧居 

正ち 
启5方 


♦ASPR9 

ブースター軍源部 
WP5B 


( DC15V 11 义日 5A ) チコーナーへ 


© 


テレビまたはI 

チユ—ア—へ 


>増幅部へ 


F 型コネクターI防水キャップ(大 )1 ケーブルの取付けはI 

P.7 「ケーブルに F 型コネクターを取付ける」， 

P. 8 r ブースターにケーブルを接続ずる」 

をご覧ください。 


増幅部からテレビまでは，低損失7己0 
ケースレ (S5CFB) で 1 00m び限度です。 


UHF 


地上デジタル UHF 

チユ-ナ-(地上デジタル） 


r=i= 

曰户 


0 I g 


«ASPR9 

ブースタ ーS 巧班 
WPSB 


0C,5 巧お" W お巧巧 


e 


圈 ■ 


AClOOV/i 


低損失7已 n ケーブル 

S5CFB 

□C15V 


電流び通過する 
端子に接続して 
くださし、。 



電源部との接続について 


I 分配器とテレビ端テを使用しない 
で，増幅部と電源部を直接.接続 
することちでをます。 

憎幅部と分配器の間に，電源部を 
接続することもでをます。 


0 


b 4分配器 

(1 端子電流通過型） 

P 4SPFA 


テレビ端モ 

DSKT 


\ UHF 地上デジタル） 


テレビ 


DC1 已 V 1—^ 

1 A 

テレビ端子 





デジタル 

ホい端テ /t — 

DSKTD 

DSKT 



DSKT 

テレビ 




ごま意 


ごま意 


J 







うの卜 





























































































































































































































ブースター を 取 付ける 


増幅部，電源部を取付けます。 


ブースターは，正しくお使いください 


•ブースターは，正しく取付けないと，ブースターび発振して，ご自宅やご近所のテレビの映りび悪くなることびあります。 
-入力端子および出力端子の配線は.正しく接続してください。 

•入力と出力のケーブルは，束ねたり，増幅部に巻付けたりしないでください。 

-増幅部をマストに取付ける場合， UHF アンテナと増幅部との間隔を1 ml ； (上離してください。 

* 増幅部を屋外に取付ける場合，入力端子と出力端子び必ず下向をになるよラに取付けて<ださい。 

* 増幅部はフタをしっか0と閉めて<ださい。 

* 電源部は屋外で使用しないで<ださい。 


増幅部を取付ける 

図のように7ストに取付けてください。 



^適合マスト径 (22 〜 48.6 mm ) じ(外のマストのときは 
市販のステンレスベルトを使用して取付け5れます。 


のマスト固定金具を取外します。 
③蝶ナツトを増幅部に押し付ける 
よラにねじ込んで， U ボルトを 



マスト 
固定金具 


③市販のステンレスベルト（幅 ④マストに取付けて，ステンレス 


10 mm ) を増幅部のステンレス 
ベルト取付礼に通します。 



(市販品) 


ベルトをしっかりと締付けます。 



ドライバーで，増幅部に収納されている壁面取付用木ネジ (2 本)を板壁面にねじ込みます。 



マスト取付金具を 
取付けたまま， 
板壁面に取付ける 
ことびでをます。 


マスト取付金具 



増幅部 

谱励 ^ 


© 










































































ブースターを取付ける 〇づを 


電源部を取付ける 


■に 


mimm-m 


電源(電源部作動)表示灯を上側にして. ドライバーで，電源部に収納されている壁面取付用 

テレビラックの上などに横置きにします。 木ネジ (2 本)を板壁面にねじ込みます。 



ごミ主意 


•電源部を AM ラジオの近くに置くと，ラジオに雑音び入ることびあります。できるだけ，ラジオと電源部を離してお使いください。 
* 電源部は，温度び上昇しないよラに，風通しのよい場所に設置してください。また，長期間，ご使用にならないとさは, 
AC プラグを AC コンセントから抜いてください。 


ケーブルに F 型コネクターを取付ける 


F 型コネクターは，確実に取付けないと，受信不良の原因となります。説明をよく読んで取付けてください。 

•接触不良やショートを防ぐため，コネクターはていねいに取付けてください。 

• 7 已〇ケーフルは已 C または 4 C をお使いください。 

•付属の F 型コネクターは已 C ケーブル用です。 4 C ケーブルの場合，別売の 4 C ケーブル用 F 型コネクターをお使いください。 


①増幅部に接続する 
ケーブルは，付属の 
防水キャップ(大）に 
通して < ださい。 

7巳 n ケーブル/防水キャップ(大) 
(S5CFB) / (付属品） 



V 防水キャップは.已 C 側 
んのラインにそつて切って 
<ださい。 



⑨ケーブルの加工 
(加工3法は原寸大でず) 


な線の先を斜めに 
切断してください。 



お;線に白い膜び付いて 
いることびあ0ます。 
導通を良くずるために. 
必ず取除いてください。 


© コネクターの 取付け 

1.あみ線(編組)を折返してく 


P あみ線•アル5造の ■ 
I ショートに注意 I 


ださい。 

2. コネクターの内側にアル5追 
が入るよラに，アル5追の 
卷付けられている方向にコネ 
クターを回しながら，てい 
ねいに押し込んで < ださい。 


あみ線(編組) 



アル S 若 コネクター 


あみ線(編組)やアル S 沼 
の切れ端はI取除いて < だ 
さし、芯線に接細すると 
ショート状態になり，テレビ 
を見5れなくな0ます。 


あみ線 お線 



④かしめ用 U ングをペンチで圧着 

コネクターび抜けないよラに， 
しっかりと圧着してください。 



芯線の長さは，必ず 2 mm に 
して < ださい。 

お線び長すざると，コネクターび破損 
して機器び故障します。 



め 







































































—スターにケーブルを接続する 


7曰 n ケーブルを，増幅部と電源部に接続して， F 型コネクターを指定のトルクで締付けます。 


編 Bt 麵議 


F 型 コネクター (付属品) 
♦締付トルク 
吕 N 

(21 kgf-cm) 



防水キャップにビニルテープ 
を巻付けて，ケーブルに固定 
しないでください。雨水びた 
まり，故障の原因となります。 


麵細 • 


ケーブルの固定には， 

別売の 支巧スタンド 

オフを使巧してくだ 
さい。 

ケーブルをつたって 
雨水びケースに入ら 
ないよラに，ケーブル 
を U 字型に配線して 
<ださし、。 



ブースターの接続を巧認ずる 異常お巧6せ機能 


設置工事がすべて終了した5, AC プラグを AC コンセントに差込んで，増幅部と電源部の接続状態を 
電源（電源部作動）表示打の点なで確認します。 


異常のとをは 


① AC プラグを AC コンセントから抜いてください。 

③下表を参考に，原因を取除いてください。 

③正常に作動させるために， AC プラグを AC コンセントから抜いて1分しツ上たつてから， AC プラグを AC コンセントに差込ん 
で < ださい。 


電源(電源部作動)表示な（赤）\ /電源(電源部作動)表示な（緑) 


ごま意 


電源(電源部作動)表示なは. 
増幅部と電源部の接続状態を 
表示するもので.テレビ信号の 
状態を表示するをのではあり 
ません。 


表示灯 

作動 

状態 

原因 

処置 

赤 

緑 

無灯 

点な 

正常 



点灯 

無な 

過電流 
頃割 

出力電流が規格値に己 A ) 
を超えている。 

増幅部， BS -1 10で S アンテナ， UHF ラインブースター外に，電源び 
供給される機器が鞍続されて，過電流1こなつていなしめ唯認してください。 

点灯※ 

断線 
頃割 

電源び供給されていなし、。 

• F 型コネクターのな線び短くないか確認してください。 

* 増幅部と電源部の間でケーフ J レび断線してし、なしめ唯認してください。 

* 増幅部と電源部の間に，電流通過しない機器び接続されてし、なしめ、確認 
してください。 

無灯 

シヨート 

燥常） 

電源び供給されていない。 

が型コネクターのな線にあみ線(編組やアルミをび触れていないか 
確認してください。 

* 増幅部と電源部の間でケースレびシヨートしていないか確認してくだ 
さい。 


※増幅部と電源部を接続しないで， AC プラグを AC コンセントに差込むと，断線と料断して，赤と緑の表示灯び点なします。 
® 









































































スターを調整ずる 


♦1 〜3の手順にしたがってブースターを調整します。 

♦ブースターの調整は， UHF 給電スイッチ rOFF 」， 入カレベル調整スイッチ 「 QlOdB 」， 利得調整 「 MIN 」 
の状態か5始めてください。 


ごま意 


•スイッチは軽く操作してください。力を入れすざると，こわれることびあります。 

•利得調整を操作するとをは，調整用ドライバーを使用してください。無理に回すと，こわれることびあります。 


デジタルがを受信機のレベル表示について 


ブースターを設置してち，デジタル放送受信機に表示される r アンテナレベル」や r 受信レベル」の数値け旨標）び変わら 
なかったり，下びった0することびあ D ますび，ブースターの不具合ではあ0ません。 

「アンテナレベル」や r 受信レベル」は，アンテナのち向調整を目的とした機能で.信号品質 (CN 比)の換算値を表しており, 
電波の強さを表すちのではあ0ません。 


1 .UHF 給電スイッチを 
設定ずる 



2.入カレベルを調壁ずる 


3. 出カレベルを調壁ずる 


1. UHF 給電スイッチを設定する 


• ブースターの増幅部から UHF アンテナまでの距離び長く， UHF アンテナの出力端子に，別売の UHF ラインブースター 
UB18L-P を接続する場合， UHF 給電スイッチを rON」 にすると.ブースターの電源部から電源 (DC I 5V) を供給できます。 
• 出荷時は rOFF」 になっています。 


ごま意 


別売の UHF ラインブースター UB18L-P を接続しない場合， UHF 給電スイッチを必ず rOFF」 にしてください。 
「ON」 にして接続すると，故障の原因となります。 

別売の UHF ラインブースター UB18L-P にブースターの電源部から電源 （DC 1已V)を供給する場合， UHF 
ラインブースターの電源部®,⑤を必ず取外してください。 


UHF ラインブー スターを 接続する場ち 


ON 


■巧ミミ脚 ■ 


OFF 


UHF ライン 
ブースター 

UB 18 L-P 


UHF アンテナ 

U 2 SWL 


UHF ブースター 

UB 33 H 

(増幅部） 


I ケーブルび長い場合, 

DC] 已 V 


DC] 已 V 


UHF ブースター 

UB 33 H 

(電源部)へ 


UHF ラインブースターを接続しない場合 


ON 


■巧ミミ脚 ■ 


OFF 


の 

UHF アンテナ 

UHF ブースター 


U 2 SWL 

UB 33 H 

(増幅部 

) 

y 

i ケーブルび 
短い場合 





M 

DC1 已 V 


UHF ブースター 

UB 33 H 

(電源部)へ 















































































































ブースター を調整ずる っづま 


2. 入カレベルを調整ずる 


• UHF アンテナからの入カレベルび p . l 2 r 規格 表」の実用入カレベルより化いまたは高い場合，入カレベル調整スイッチで. 
ブースターの 入カレベルを調整します。 

•入カレベルは.入カレベル調整スイッチで， 「 OdB 」 と 「© lOdB 」 を切換えて調整できます。 

•入カレベルは，ブースターの入力端テに接続する7已〇ケーフルにレベルチェッカーなどを接続して測定します。 


入カレベルが低い場合 


入カレベルび局い場を 

r 

-画像を見なび 5 調壁する場合 


デジタル放送では，ブースターへの 


入カレベル調整スイッチを 
rOdB 」 にします。 


入カレベル調整スイッチを 
「 QlOdB 」 にします。 


〇服 



〇服 



入カレべ j レび低くても高くても症状 
は同じで，モヴイク状のノイズび 
出たり，映らなくなったりします 
から，この症状び出ないように調整 
します。 


モザイク状のノイズ 


©10dB 


©10dB 

出荷時は reiodB 」 に 
なっています。力を入 
れすざると，こわれる 
ことびあ D ます。 



3. 出カレベルを調整する 


•フースターの出カレベルび P . 12「規格表」の定格出カレベルより高い場合，利得調整で，ブースターの出カレベルを 
調整します。 

• デジタルチューナーやデジタルテレビへの入カレベルび化いまたは高い場合，利得調整で，ブースターの出カレベル 
を調整します。 

♦出カレベルは，利得調整で， ro 〜010 dB 」 連続して調整できます。 

• 出カレベルは，出力測定端テにレベルチェッカーなどを接続して測定します。側定値 +20 dB = 出カレベル） 


出カレベルが低い場合 


利得調整を街!へゆつくり回し 
ます。 



MIN . MAX . 


出カレベルび高い場ち 


利得調整をへゆつくり回し 
よ9 0 



MIN . MAX . 


出荷時は 「 MIN 」 になって 
しほす。無理に回すと，こね 
れることびあります。 


画像を見なび 5 調壁ずる場合 


デジタル放送では.デジタルチュー 
ナーやデジタルテレビへの入力 
レベルび化<てち高<てち症状は 
同じで，モヴイク状のノイズび 
出た0,映らな<なったりします 
から，この症状び出ないよラに 
調整します。 


モザイク状のノイズ 



































困つたとをは 


温犬 


原因 


処置 


画像が出ない 



電源び供給されていない。 


UHF (地上アナ□グ放送） 


•デジタル放送で画面に表示されるメッセージ 
は I 一例です。 

• P .8 「ブースターの接続を確認ずる」 もご覧くだ 
さし、。 


>増幅部の電源(増幅部作動)表示口び「緑」に点灯し電源部の 
電源(電源部作動)表示なの r 緑」の表示丹のみ点好していますか。 
( P .8 口‘ースターの接続を確認ずる」 をご覧ください） 

>増幅部の出力端子に， DC1 日 V び供給されているか確認して 
<ださし、。 

/出力端子に接続するケーブルの F 型 コネクターにテスターを、 
I 接続して確認で走ます。 ) 

> F 型コネクターの芯線び短かったり，芯線にあみ線(編組)や 
アル S 迫び軸れたりしていないか確認してください。 

>各ケーブルび.断線またはショートしていないか確認してくだ 
さい。 

>増幅部と電源部の間に，電流通過しない機器び接続されてし、 
ないか確認してください。 


画像にモザイクげのノイズび出ている 



UHF (地上デジタル放送） 

画像にスノー (ザラザラ)ノイズび出ている 


UHF アンテナからの入力 
レベル別岳い。 



>入カレベル調整スイッチを rOdB 」 にし.利得調整を危 I へ 
ゆつく 0回してください。 

それでを画像び改善されないとさは， UHF アンテナの高さ、 
I や位置を調整すると.画像び改善されることびあ 0 ます。 


UHF (地上アナ□グ放送） 


画像にモザイク状のノイズび出ている 



UHF (地上デジタル放送） 

画像にビート搞が出ている 



UHF アンテナか5の入力 
レベルむ肩い。 


>入カレベル調整スイツチを reiociB 」 にし，利得調整び 
「 MIN 」 でないときは.利得調整を i © へゆっくり回してくだ 
さい。 


ごま意 


地上アナ□グ放送の入カレベルは.必ず実巧入カレベルを 
超えないよラに設定してください。実巧入カレベルを 
超えて使巧すると I 地上デジタル放送の画面にモザイク 
状のノイズび出ることびあります。 


UHF (地上アナ□グ放送） 

画像にワイパー現象び出ている 

ws … —— 

UHF (地上アナ□グ放送） 


イ也の最皮と混信している。 
(ビート搞のとを） 


•画質び最も良くなるよラに， UHF アンテナの方向を調整して 
くださし、。 
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(エ）：て事グル-プ 
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関ま（シ） (03) 3499-5632 
関ま(エ ）（03)3499-5631 
ま京ほ） （03)3409-5505 
新谓 （025)287-3155 
横お (045) 784-1422 
八王子 (042)637-1699 
千葉 （043)232-5335 
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ま制 t 陸(シ） (052)802-2233 
ま '海(エ ）（052)804-6262 
をを屋ほ） (052)802-2233 
津 (059)234-0261 


実用入カレベルの最ノ直(びまん限)は.地上アナ□ク放送で実用になる限界です。 
《2入カレベル調整スイッチを 「© lOdB 」 にし.利得調整を 「 MIN 」 にしたときの. 

最大の実巧入カレベルです。 

《3アナ□グ2波の値でず。 

《4アナ□グ7波+デジタル日波の値です。(デジタル波の信号レベルび I アナ□グ波 
より1日服低い場合） 




AASPIR け 


項目 

Items 

規格 

1 次電圧 

Primary Voltage 

AC 100 V 己0.60 Hz 

消費電力 

Power Consumption 

1.7 W 

出力電圧(電流） 

Output Voliage に urrent 

□ Cl 己 V (最大 0. 己 A ) 

入•出カインピーダンス 
Input/Output Impeddnce 

7已 0( F 型コネクター) 

挿入損失 

Insertion Loss 

2服!;(下（ ] 〇〜2602 MHz ) 

使用温度範囲 

Temperature 只 a 口 oe 

0 ~©40 °C 

外観寸法 

Dimensions 

31 ( H)xi 12( W ) x 69( D)mm 

質量(重量） 

Weight 

約 21 日呂 


マスプ□の規格表に絶対ラそはあ0ません。保証します。 


だ•か•ら 

省資源設計によりル型化 
増幅部:当社比約日5%減& 
電源部:当社比約40%減^5^ 

消費電力を削減 

当社比約已0%減※ 

輸送を考慮したル型徊包 

当社比約3已％減※ 

環境負荷物質を抑止 
特定有害物質使巧規制 (RoHS 指令)对応 
※従来品 UB33N, UB40N との比較 


製品向上のため仕様•夕+観は変更することがあります。 


地デジを すべての 人に届けたい 

クタ巧〇電工= 


本社干 470-0194( 本れ専用き号 ) 愛知県日進市漢田町上納80 

技術相談 TEL を古屋 (052)805-3366 

受付時間 9 〜 12 時， 13 〜 17 時 
(±• 日 • 祝日，当れか業日を除く） 

インターネットホームぺージ www.maspro.co.jp 
巧術巧談1^^かは.お近くのを店•営業巧にお問合わせくださし、。 




[ち店•営業所） 

九州ホ裡 {• ン ）（092) 551-1711 
福岡(支） （092) 551 -1711 


沖縄 
鹿児島 
宮崎 
熊本 
長崎 
か九州 
下関 


(098)854-2768 

(099)812-1200 

(0985)25-3877 

(096)381-7626 

(095)864-6001 

(093)941-4026 

(083)255-1130 


中国四国（シ） （082)230-2359 
広島ほ) （082)230-2351 
松江 (0852)21-5341 


麵顯謡 


AAS 口 R ® 


項目 

Items 

規格 

伝送周波数帯域 
も equency Flange 

470- 770MHz(UHF ch. 13 〜巨吕） 

利得 

Gain 

UB 33 H :3 日〜 3 已服 

UB 40 H :37 〜 42 服 

入カレベル調整 

Input Level Control 

0, ©lOdB 切換 

利得調整範囲 

Gain Control Ranae 

〇〜 01 OdBLiLh (連続巧変） 

雑音指数 

Noise hi 日 ure 

].4已づ61；(下 

実用入カレベル 

Operatina Input Level 

UB 33 H :33.己（な;まん限 》 ]) 〜 96dBA/V ※吕 
UB 40 H :33 .己（な;まん限※])〜 8 白 d 目 A/V ※吕 ^ 

UB 33 H :33 .已（わ‘;まん限※])〜 88d 目 4/V ※吕 

11640»:33.己（びまん限 》 l) 〜 81dBA/V ※ 吕 x’A 

定格出カレベル 

Rated Output Level 

11 Id 巨 A/V 《3 

103 服 A/V ※斗 

VSWR 

Voltage Standing Wave Ratio 

3 政下 

入•出カインピーダンス 
Input/Output Impedance 

7 已 0(F 型コネクター） 

出力測定端子結合量 

Tap Value of Output Test Point 

02OCIB 

電源 

Power Requirements 

DC1 已 V 0.07 A 

使巧温度範囲 

Temperature Range 

台 20 〜 ©40 で 

外観寸法 

Dimensions 

87(H) XI 13(W)x 已 4(D)mm 

質量(重量） 

Weight 

約 31 日夏 


阜橋岡本井'ボ 
岐豊静松福金 


お大姫神京 


山山知松 
岡松高高 


2K56-3 沒 kg(n).05-5336-1t 








































